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J-PARCのMLFの ANNRIを用いて、112Cdをターゲットにして中性子捕獲γ線の計測を行った。113Cdの基底

状態のスピンとパリティーは 1/2+であるが、264keVには 11/2-のアイソマーが存在する。γ線の強度比から

共鳴状態のスピンとパリティーを同定した。 
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1. 実験 

アイソマーへの中性子捕獲反応断面積の計測方法として、中性子捕獲反応γ線の全エネルギーを計測する

手法がある[1]。しかし、基底状態とアイソマーのエネルギー差が小さい場合には、Ge半導体検出器によるγ

線計測により、基底状態とアイソマーへの分岐比を中性子のエネルギーの関数として計測する手法が有効な

方法の一つである[3]。そこで、本研究では ANNRI を用いて実験を行った。同位体濃縮試料に中性子を照射

し、飛行時間測定法でγ線が検出された時刻とエネルギーを同時に計測した。図１の左は中性子のエネルギ

ーでゲートしたγ線スペクトルの例である。図１の右は計測された 113Cdの核構造を示す。基底状態とアイソ

マーに崩壊するγ線を計測した。これらのγ線強度からアイソマー生成比を評価し、さらに統計モデルの計

算結果と比較した。これらのアイソマー生成比から、共鳴状態のスピンとパリティーを同定できる場合があ

ることが判明し、本手法は共鳴状態の計測に有効である。 

 

図１ γ線スペクトルの例（右）、113Cd の部分的なレベルスキーム（左） 
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